
都市計画マスタープラン策定に向けた地域別意見交換会の実施報告について

参加者数

次  第

■意見交換会の概要

開催日時 :平成 20年 8月 25日 (月)19時 ～

開催場所 :和島保健センター

23名 (男:17名、女 :6名 )

年齢別 ′′付以下すヨを 初 ～刃府fどを、切わ比ト アフを
①都市計画マスタープラン策定の目的

②策定に当たっての前提となる考え方
③和島地域の概況
④ワークショップ
⑤アンケートの記入。ワークショップの結果報告

都 市 計 画 課

④

■意見交換会で出た主な意見

《地域全体のまちづくりについて》

地域の自然環境や 「良寛の里Jと しての魅力を活かしたまちづくりを推進してはしい。

《土地利用について》

小島谷駅周辺に住宅地を整備し、若者の定住化を図つてはしい。

国道 116号沿道の乱開発を抑制するため、一定の規制が必要である。

《道路 ・公園 'その他施設について》

・路線バスの運行本数を増加してほしい。

・既存公園を有効活用するため、遊具の増設や維持

管理の徹底を図ってほしい。

・郷本川の河川改修を推進してほしい。

《その他 (自然環境 防 災 ・地域振興など)》

・道の駅 「良寛の里わしま」を拠点としながら、

さらなる観光振興を図りたい。

地区の歴史性や美しい街並みを活かしながら、

「はちすば通り」周辺地区を整備してはしい。

■アンケート結果概要  【回答者数 323名 (男:17名、女 :6名 )】

意見交換会に多加したきっかけ                    意 見交換会の良かつた点

和島

全体

01      2Dl 601      30培

れ よ りに興味があつた    ● まちよ りの情報を知りたかった
伝えたい意見があつた    口 友人 知人に覇われた
コミュ手 ィセンターから崩われた0そ の他

意見交換会に参加してみての感想

2とても有意義だつた      日 まあまあ有意芸だつた
●あまり季者にならなかつた   □ 争考にならなかつた
日どちらともいえない

日話し合いが面白かった     Bま ちよ りに興味が続いた
白新しい情報を知ることができた □ その他

Z話 しやすい雰囲気だつた

6略       20ヽ        401 60  ヽ      80常

物覇し合いの時間が足りなかつた
日開始時間が違い

口話しにくい雰囲気だつた

口説明がわかリニくかつた

0自 由な意見ポ言えなかつた

0そ の他



(和島地域)都市計画マスタープラン策定に向けた地岐別意見交換会 意見概要

コヽンパ ク トな まちつ く りを推進 してほ しい。

道路 交 通

の増 鷲や総 挿 皆理 の徹 ほ を図 って ほ しい。

J全国 〈戒之丘地区)

回小学校断 :児■と高齢者の交流の場の整備 キ ャンプ場の整備、体青施設の有効活用
:高 齢 者 の需 いの

|の他
(自然環境
防災
地域振興

など)

(意見の取扱いに関する目石点)
O印 の意見は、マスターブランの検討にlH遵のある意見であ り 策 定にあたっての情報源として活用するもの。
印のない意見は こ れか らの地域すくりの方向性を検討する上で 情 か していくもの.

都 市 ll画 課
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